[bookmark: _r6czx6enrk1t]レストラン貸切利用契約書(ホテル・旅館)

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（以下「甲」という。）と＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（以下「乙」という。）は、甲が運営するホテル・旅館内のレストラン施設を乙が貸切で利用することについて、次のとおりレストラン貸切利用契約（以下「本契約」という。）を締結する。

[bookmark: _shbapuvnm4me]第1条（目的）
本契約は、乙が宴会、会食、パーティー、懇親会、記念行事、企業行事その他の目的により、甲が運営するレストランを貸切で利用する場合の利用条件、料金、料理及び飲料の提供、施設及び設備の使用、キャンセルその他必要な事項を定めることを目的とする。

[bookmark: _9rrtqjj6uxn9]第2条（貸切利用の内容）
1. 甲は、乙に対し、次の内容によりレストランの貸切利用を認める。
施設名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 所在地：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 利用目的：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 利用日：＿＿年＿＿月＿＿日
 利用時間：＿＿時＿＿分から＿＿時＿＿分まで
 予定人数：＿＿名
 利用区分：着席・立食・その他（＿＿＿＿＿＿）
 料理内容：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 飲料内容：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 利用料金：金＿＿＿＿＿＿円（税込・税別）
 最低保証料金：金＿＿＿＿＿＿円（税込・税別）
 その他：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
2. 乙は、前項に定める利用目的及び利用条件の範囲内でレストランを利用するものとし、甲の事前の承諾なく利用目的を変更してはならない。
3. 利用時間には、乙又は乙が手配した事業者による搬入、設営、準備、撤去及び搬出に要する時間を含むものとする。ただし、甲乙間で別途合意した場合はこの限りでない。

[bookmark: _d9tmnsdjd616]第3条（利用料金）
1. 乙は、甲に対し、貸切利用料金、料理・飲料料金、設備使用料、サービス料その他甲乙間で合意した料金を支払うものとする。
2. 最低保証料金を設定した場合において、実際の料理・飲料料金その他対象となる利用料金の合計額が最低保証料金を下回ったときは、乙は最低保証料金を支払うものとする。
3. 利用人数、料理内容、飲料内容、設備、備品、利用時間その他の条件が変更された場合、甲はその変更内容に応じて利用料金を変更することができる。
4. 消費税、サービス料その他法令又は甲の料金体系に基づき発生する費用については、別途明示されている場合を除き、乙が負担する。

[bookmark: _80ai6vslie1h]第4条（申込金及び支払方法）
1. 甲が申込金又は予約金の支払いを求める場合、乙は甲が指定する期日までに、金＿＿＿＿＿＿円を支払うものとする。
2. 前項の金員は、最終的な利用料金に充当する。ただし、乙によるキャンセルの場合の取扱いについては、第14条の定めによる。
3. 乙は、利用料金の残額を、甲が指定する期日までに、甲指定の銀行口座への振込み、クレジットカード決済その他甲が認める方法により支払う。
4. 銀行振込に要する手数料その他支払いに必要な費用は、乙の負担とする。

[bookmark: _wqr1r1f62a2w]第5条（利用人数の確定及び変更）
1. 乙は、甲が指定する期日までに最終利用人数を確定し、甲に通知するものとする。
2. 最終利用人数確定後に人数が減少した場合であっても、甲が既に料理、飲料、食材、人員その他の手配を行っているときは、乙は確定人数を基準として算定された料金を負担するものとする。
3. 最終利用人数確定後に人数が増加する場合、甲は施設の収容人数、料理・飲料の準備状況その他の事情を考慮し、対応可能な範囲でこれに応じるものとする。
4. 法令、消防上の制限又は施設の安全管理上定められた収容人数を超える利用は認めない。

[bookmark: _9j4oxvnx9udk]第6条（料理及び飲料）
1. 甲は、甲乙間で合意した内容に従い、乙及び乙の参加者に対して料理及び飲料を提供する。
2. 食材の仕入状況、季節、天候その他やむを得ない事情により予定していた食材を使用できない場合、甲は同等程度の代替食材又は料理に変更することができる。
3. 乙は、食物アレルギー、宗教上の食事制限その他特別な食事対応を必要とする参加者がいる場合、甲が指定する期限までに必要事項を通知するものとする。
4. 甲は、前項の申出について合理的な範囲で対応するものとする。ただし、調理環境、設備、食材管理その他の事情により完全な除去又は対応を保証できない場合がある。
5. 乙又は参加者による飲食物の持込みは、甲が事前に承諾した場合を除き、原則として認めない。

[bookmark: _u723koheslu]第7条（施設及び設備の利用）
1. 乙は、レストラン及び付帯設備を善良な管理者の注意をもって利用するものとする。
2. 音響設備、映像設備、照明設備、マイク、プロジェクター、スクリーンその他の設備を利用する場合、乙は甲の定める利用条件に従うものとする。
3. 乙が施設内に装飾物、看板、機材その他の物品を設置する場合、あらかじめ甲の承諾を得るものとする。
4. 壁面、床、天井、柱、家具その他の施設又は設備に釘、ねじ、接着剤その他損傷を生じさせるおそれのある方法で物品を取り付けてはならない。

[bookmark: _qpgf97z8721x]第8条（外部事業者の利用）
1. 乙が司会者、演奏者、音響事業者、装花事業者、撮影事業者その他の外部事業者を利用する場合、あらかじめ甲に通知し、必要に応じて甲の承諾を得るものとする。
2. 外部事業者は、搬入、搬出、設営、撤去、施設利用その他について甲の指示に従わなければならない。
3. 外部事業者の行為により甲又は第三者に損害が生じた場合、乙は自己の責任においてこれを解決するものとする。ただし、当該損害が甲の責めに帰すべき事由による場合はこの限りでない。

[bookmark: _s0o9d07xw3qw]第9条（乙の管理責任）
乙は、参加者、招待客、従業員、外部事業者その他乙の貸切利用に関係して施設に入場する者に、本契約及び甲が定める施設利用上のルールを遵守させるものとする。

[bookmark: _c1v9ebude711]第10条（禁止事項）
乙及び参加者等は、次の各号に掲げる行為をしてはならない。
1. 法令又は公序良俗に反する行為
2. 他の宿泊客、施設利用者、近隣住民その他第三者に著しい迷惑を及ぼす行為
3. 甲の事前承諾のない飲食物、危険物、火気その他甲が不適切と判断する物品の持込み
4. 施設、設備、什器又は備品を損傷し、汚損し、又は滅失するおそれのある行為
5. 甲の承諾なく商品販売、募金、勧誘、広告宣伝その他の営業活動を行うこと
6. 甲の承諾なく利用権を第三者に譲渡し、転貸し、又は名義を貸与すること
7. 施設の収容人数を超えて参加者を入場させること
8. その他施設の安全、秩序又は正常な営業を妨げる行為

[bookmark: _9xicuqb5suj]第11条（利用時間の延長）
1. 乙が契約した利用時間を超えて施設を利用する場合、事前に甲の承諾を得なければならない。
2. 甲が利用時間の延長を承諾した場合、乙は甲が定める延長料金その他追加費用を支払うものとする。
3. 次の予約、営業時間、従業員配置その他施設運営上の事情により、甲は利用時間の延長を認めないことができる。

[bookmark: _1blnrw7ore5t]第12条（施設の原状回復）
1. 乙は、利用終了後、乙が持ち込んだ物品、装飾、機材等を速やかに撤去し、施設を利用開始前の状態に戻すものとする。
2. 乙又は参加者等の責めに帰すべき事由により施設、設備、什器又は備品が損傷、汚損又は滅失した場合、乙は修理、清掃、交換その他原状回復に必要な合理的費用を負担する。
3. 利用終了後に乙の所有物が残置されている場合、甲は乙に対して相当期間を定めて引取りを求めることができる。

[bookmark: _gjwne9rtelkw]第13条（利用の制限及び拒否）
甲は、次の各号のいずれかに該当すると認められる場合、乙に対し、施設利用の全部又は一部を制限し、若しくは中止させ、又は本契約を解除することができる。
1. 乙が本契約に違反した場合
2. 申込内容に重大な虚偽があることが判明した場合
3. 利用料金その他の支払いが所定の期日までに行われない場合
4. 利用目的又は内容が法令若しくは公序良俗に反する場合
5. 施設又は第三者の安全を害するおそれがある場合
6. 他の宿泊客、施設利用者又は近隣住民に重大な迷惑を及ぼすおそれがある場合
7. その他、施設の管理運営上、貸切利用を継続することが著しく困難であると合理的に認められる場合

[bookmark: _w6vljdoximjm]第14条（乙によるキャンセル）
1. 乙の都合により貸切利用の全部をキャンセルする場合、乙は速やかに甲に通知するものとする。
2. 乙は、甲があらかじめ提示し乙が同意したキャンセル規定に基づき、キャンセル料を支払うものとする。
3. キャンセル料は、次の基準を参考として甲乙間で定める。
利用日の＿＿日前まで：利用予定料金の＿＿％
 利用日の＿＿日前から＿＿日前まで：利用予定料金の＿＿％
 利用日の＿＿日前から前日まで：利用予定料金の＿＿％
 利用日当日又は無連絡：利用予定料金の＿＿％
4. 既に発注済みの特別食材、外部手配品、装花、機材その他取消しができない費用が発生している場合、乙は前項のキャンセル料とは別に、その実費を負担するものとする。

[bookmark: _5e2lebmqow78]第15条（不可抗力）
1. 地震、台風、豪雨、洪水、火災、感染症の流行、停電、交通機関の重大な障害、行政機関による命令又は要請その他甲乙いずれの責めにも帰することのできない事由により貸切利用が不可能又は著しく困難となった場合、甲乙は利用日の変更、契約の解除その他の対応について協議するものとする。
2. 前項の場合における既払金、既発注費用その他の取扱いについては、甲乙協議の上、実際に発生した費用等を考慮して定めるものとする。

[bookmark: _jgkd1oqram1i]第16条（反社会的勢力の排除）
1. 甲及び乙は、自ら並びにその役員及び実質的に経営を支配する者が、暴力団、暴力団員、暴力団関係企業その他これらに準ずる反社会的勢力に該当しないことを表明し、保証する。
2. 甲又は乙が前項に違反した場合、相手方は何らの催告を要することなく本契約を解除することができる。
3. 前項による解除を受けた当事者は、解除により生じた損害について相手方に対し補償又は賠償を請求することができない。

[bookmark: _fgo7pge9naay]第17条（損害賠償）
1. 甲又は乙が、本契約に違反し、自己の責めに帰すべき事由により相手方に損害を与えた場合、当該当事者は相手方に対し、その損害を賠償する責任を負う。
2. 乙又は参加者等の故意又は過失により甲の施設、設備、什器、備品その他の財産に損害が生じた場合、乙は甲に対し、その修理、交換その他損害の回復に必要な合理的費用を賠償する。
3. 甲の責めに帰すことのできない事由による乙又は参加者等の所持品の紛失、盗難又は毀損について、甲は責任を負わない。

[bookmark: _ca0a79x8m223]第18条（個人情報の取扱い）
甲は、本契約の締結及び履行に伴い取得した乙、担当者又は参加者等の個人情報について、個人情報保護法その他関係法令及び甲が定めるプライバシーポリシーに従い適切に取り扱うものとする。

[bookmark: _it4du0w09fpf]第19条（権利義務の譲渡禁止）
甲及び乙は、相手方の事前の書面又は電磁的方法による承諾なく、本契約上の地位又は本契約に基づく権利若しくは義務を第三者に譲渡し、承継させ、又は担保に供してはならない。

[bookmark: _76528ugx3nmf]第20条（契約内容の変更）
本契約の内容を変更する場合、甲乙は書面又は電磁的方法により変更内容を確認するものとする。

[bookmark: _osjgazp8vlnw]第21条（協議事項）
本契約に定めのない事項又は本契約の各条項の解釈について疑義が生じた場合、甲乙は関係法令及び商慣習を踏まえ、誠意をもって協議し、その解決を図るものとする。

[bookmark: _96ac765nlnpa]第22条（準拠法及び合意管轄）
1. 本契約は、日本法を準拠法とする。
2. 本契約に関して訴訟の必要が生じた場合、＿＿＿＿地方裁判所又は＿＿＿＿簡易裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする。

以上、本契約締結の証として、本書2通を作成し、甲乙記名押印の上、各1通を保有する。なお、電磁的方法により本契約を締結する場合は、本契約の電磁的記録を作成し、甲乙が電子署名その他合意した方法により締結し、それぞれ当該電磁的記録を保管する。














＿＿年＿＿月＿＿日

甲（施設運営者）
 住所：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

 ホテル・旅館名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

 会社名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

 代表者名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

 署名・押印：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

乙（利用者）
 住所：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

 会社名・団体名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

 代表者・申込者名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

 連絡先：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

 署名・押印：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

